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沖永良部語正名方言における動詞ʔakkimuの文法化1 
ハイス・ファン・デル・ルベ
はじめに
　沖永良部語正名方言は、鹿児島県大島郡知名町字正名で話されており、琉球諸語の北琉
球語群に属する。沖永良部語正名方言では、テ中止形＋動詞ʔakkimu（あるく）形式で「反
復」と「習慣」の意味をあらわすことができる。本報告では、その述語形式をもつ文を対
象に、テンス・アスペクトの観点から分析・記述を行い、この形式が使用される条件を明
らかにする。その上で、ʔakkimuがアスペクト的な意味をあらわすことが報告されている
正名方言と同じ北琉球語群に属する他の方言（今帰仁村謝名、久米島町謝名堂）をとりあげ、
諸方言の文法化の程度が違うことを指摘した上で、正名方言のʔakkimuの文法化の過程に
おける位置づけを示す。
図１　北琉球語群
１．通言語学的観点からみた動詞「あるく」の助動詞化と本報告に関わる先行研究
　人間の体の姿勢（立つ、座る、寝る）や、体の動き（あるく）をあらわす動詞が助動詞
化し、アスペクト的な意味をもつようになるのは、世界の言語によくみられる現象である。
「あるく」に相当する動詞が助動詞化し、アスペクト的な意味をあらわすようになった例
として、これまで、オランダ語で＜反復＞（Lemmens 2005）、テュルク諸語のさまざまな
言語変種で＜動作継続＞をあらわす（Anderson 2002）などの報告がある。
　琉球諸語においても、さまざまな変種で「あるく」の助動詞化がみられる。この傾向は、
1　 本項の内容は、大149回日本言語学会（2014年11月15日、愛媛大学）における研究発表の内容に加筆、
修正したものである。
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南琉球語群でも確認できているが2、北琉球語群では広い地域でより一般的にみられる3。北
琉球語群の変種ごとにテンス・アスペクト体系の一部として当該形式にふれた研究はあ
る。テ中止形＋「あるく」形式をテーマとする研究は、まだない。
　橋尾（1993）は、沖縄北部伊江島方言におけるテ中止形＋あるく形式が＜進行（動作継続）
＞や＜反復＞をあらわすことにふれ、島袋（1997）は、同じ沖縄北部方言に属する今帰仁
村謝名方言の当該形式について、＜反復＞と＜習慣＞をあらわすと述べる。また、上村
（2003）によると、沖縄中南部西原方言では、当該形式が「してばかりいる」というニュ
アンスをあらわす。
　本報告では、北琉球語群に属する変種である沖永良部島正名方言、沖縄島北部今帰仁村
謝名方言、沖縄久米島町謝名堂方言を対象にする。
２．北琉球語群におけるテ中止形＋ʔakkimuのアスペクト的意味
　このセクションでは、上にのべた北琉球語群の３つの言語変種のアスペクト的な意味を
記述する。
２．１．沖永良部正名方言
　沖永良部正名方言のテ中止形＋ʔakkimu形式は、本動詞が主体動作動詞の場合、＜反復
＞と＜習慣＞をあらわす。工藤真由美（2004）の定義によると、＜反復性＞というのは、
次のとおりである。
＜異なる時空間＞における事象のポテンシャルな複数性で、ここから＜思考による一
般化＞がはじまる。規則的な場合も不規則的な場合もある。
　次の用例は、テ中止形＋ʔakkimu形式の＜反復＞の用例であり、ある場所に車がよく通
ることを観察した上での発話である。
１） hiːdʒu kuruma＝nu tuːti ʔakkimu
 しょっちゅう車がとおっている
2　 Lawrence（2012）によると、八重山語鳩間方言では、＜習慣＞をあらわすnumi-aakuN（「飲む」連用
形＋「あるく」）をはじめ、ʔaakuNをふくむアスペクト的な形式が存在するが、本報告では、あつかわ
ないことにする。
3　 当該形式は、北琉球語群のなかでは、特に沖永良部与論沖縄北部語群で広く見られる。沖縄中南部語
群に属する離島でもよく見られるが、首里那覇方言にはない。
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２） hiːdʒu kwaːʃi kadi ʔakkimu
 しょっちゅうお菓子を食べている
３） ＜keːtai＞＝ʃi ＜geːmu＞＝beː ʃi ʔakkimu
 携帯でゲームばっかりやっている
４） ʔuni mittʃuʃiga hiːdʒu hittu＝nu ʔidʒiti ʔakkimu
 海を見ているが、しょっちゅうクジラが出ている
５）  wakja kwaː hatte＝gatʃi soːti kittʃaʃiga hatarakadana  
＜keːtai＞＝beː mittʃi ʔakkimu
 うちの子畑に連れて来たが、働かないで、携帯ばっかり見ている
　それに対し、＜習慣性＞というのは、次のとおりである。
　＜思考による一般化＞によって判断されたポテンシャルな規則的繰り返し。規則的
繰り返しという量的アスペクトとしての側面もあるが、＜非レアル＞というムード的
側面が前面化するハイブリッドな範疇である。
　次の用例は、テ中止形＋ʔakkimu形式の＜習慣＞の用例であり、太郎が６時に家をあけ
ているという出来事を話し手が何度も観察し、そこに規則性を見出した上での発話である。
６） taroː＝wa hiNbi ＜rokudʒi＞＝ni jaː ʔeːti ʔakkimu
 太郎は毎日６時に家を開けている
７） ʔari＝wa kuruma＝nu jaburiti＝du ɸunuja ʔattʃi ʔakkiru
 彼は車が壊れたから最近歩いている
８） ʔaNta＝ga hiːbi ʔamaɸuma joːti ʔakkimu
 彼らは毎日あちこち集まっている
９） ʔari＝ga ＜giːN＞ natti， miːsaːnu ＜kuːkoː＞ tʃukuimu ＝di＝beː gaitʃi ʔakkimu
 彼が議員になって、新しい空港を作ると言っている
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　＜反復＞と＜習慣＞は、＜一回性＞から＜特性＞にいたる＜時間的限定性＞の連続体に
ある一点である。＜レアリティー＞の観点から言えば、＜レアル＞から＜ポテンシャル＞
までの連続体である。次の図で示しているように、左から右へ行くほど時間が抽象化され
ていく。
【時間的限定性】
＜レアル＞ ＜ポテンシャル＞
〈多回〉 〈反復〉 〈習慣〉 〈特性〉
（同じ時空間での
繰り返し）
（異なる時空間でのアク
チュアルな繰り返し）
（異なる時空間でのポテン
シャルな規則的繰り返し）
（恒常的な本質的な特徴で
あるポテンシャルな事象）
（正名方言におけるテ中止形＋ʔakkimu形式の使用）
　正名方言におけるテ中止形＋ʔakkimu形式の使用は、この連続体の中で＜多回＞から＜
反復＞に近いところから可能になり、＜習慣＞と＜特性＞の間のどこかで不可能になる。
　テ中止形＋ʔakkimu形式を述語にもつ文には、ɸunuja（最近）とhiːdʒu（しょっちゅう）
という単語がよくあらわれる。ɸunujaは時間的な局所限定がなく、発話時を含む一定の幅
のある時間をあらわす時間名詞であり、hiːdʒuは、動作か運動が多回的、あるいは反復的
におこなわれることをあらわす副詞である。
10） ʔutu＝wa ɸunuja ＜biːru＞＝beː nudi ʔakkimu
 弟は最近ビールばっかり飲んでいる
11） ʔunu kwaː＝wa funuja ʔitʃiːmu kurubu＝nu miː ʔututʃi ʔakkimu
 その子供は、最近いつもミカンの実を落としている
12） ʔari＝wa hiːdʒu ʔattʃi ʔakkimu
 彼はしょっちゅう歩いている
13） taroː＝wa hiːdʒu jamatu＝gatʃi ʔidʒi ʔakkimu
 太郎はしょっちゅう日本本土に行っている
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２．２．今帰仁村謝名方言
　沖永良部のʔakkimu（あるく）は、今帰仁村謝名では、ʔattʃuNであらわれる。テ中止形
＋ʔattʃuN形式は、アスペクト的な意味をあらわす場合、形式上、かならず融合する。融
合しない場合は、「して　あるく」という意味合いになる。融合は、次のとおりになる。
tʰuːruN（とおる） ： tʰuːti ＋ ʔattʃuN  → tʰuːtattʃuN
tʰatʃuN（たつ） ： tʰattʃi ＋ ʔattʃuN  → tʰattʃattʃuN
　沖永良部正名方言と同じく、今帰仁村謝名方言では、当該形式が主体動作動詞に＜反復
＞と＜習慣＞をあらわすが、正名方言とことなり、主体変化動詞では、＜反復＞をあらわ
すことができる。
14） tʰunai＝nu ＜ʔokkaN＞＝ja meːnitʃi ＜keːki＞ ʃikoːtattʃuN
 隣のお母さんは毎日ケーキを作っている
15） ＜ʔokkaː＞＝ja tʃikaguru deːkuni tʃittʃattʃuN
 お母さんは最近大根を切っている
16） kʰuː＝ja pittʃui ＜ʔosupureː＞ tʰuːtattʃuN
 今日は、しょっちゅうオスプレイがとおっている
17） pʰisaː jamitu tʰuNgwa＝nti jitʃattʃuN
 足が痛いから、台所で（しょっちゅう）座っている
18） pʰisaː jadi jiraraNgutu tʰatʃattʃuN
 足が痛くて座れないから、（しょっちゅう）立っている
19） ＜t_ʰoːkjoː＞＝Nti＝ja jaNmeː＝tʃi tʃuː＝nu baNnai ʃidʒattʃuN
 東京では病気で人がどんどん死んでいる
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　謝名方言のテ中止形＋ʔattʃuN形式が＜習慣＞をあらわす場合は、きわめて時間が抽象
化した場合もある。なお、以下のような例の場合は、正名方言ではふつうテオリ相当形式
が用いられる。
20） ʔari＝ja kʰigaː ʃitʃiː gusaːni ʃitʃattʃuN4
 彼が怪我して杖をしている
21） ‒  ʔanu tʃuː＝ja pʰarusaː jeːʃiga， nuː sukotattʃuga？
 ‒  ʔanu tʃuː＝ja suikwa sukotattʃuN
 ‒  あの人は農家だけど、何を作っている？
 ‒  あの人は西瓜を作っている
２．３．久米島町謝名堂方言
　久米島町謝名堂方言では、（あるく）は、ʔattsuNになり、テ中止形＋あるく形式は、今
帰仁村謝名方言と同じく、アスペクト的な意味で用いられる場合に融合する。次のとおり
である。
tuːjuN（とおる） ： tuːti ＋ ʔattsuN → tuːteːtsuN
katsuN（書く） ： katʃi ＋ ʔattsuN → katʃeːtsuN
　当該方言では、主対動作動詞に＜反復＞と＜習慣＞と＜動作継続＞をあらわし、主体変
化動詞に＜反復＞をあらわす。以下の用例のとおりである。＜結果継続＞は、シテオリ相
当形式によってあらわされる。
＜動作継続＞
22） wanoː nama tumitimuN kareːtsuN
 私は今朝ごはんを食べている
23） ʔaNma＝ja tuNgwa＝joːti jaseː tsukuteːtsuN
 お母さんは台所で野菜を作っている
4　 この用例は、「彼が怪我して杖をして歩く」 という意味にはならない。「杖をして歩く」 という、
ʔattʃuNの語彙的な意味で用いられるばあいは、融合がおこらず、gusaːni ʃitʃiː ʔattʃuNになる。
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＜反復＞
24） ʔiɸuːna jaNmeː＝nu ʔaːti ʔiju＝ga meːnitʃi ʃidʒeːtsuN
 変な病気があって、魚が毎日死んでいる
25） jaː＝nu tʃa＝kara toːbiːra＝nu gwasagwasa NdʒiteːtsuN
 家の下からゴキブリがうようよ出ている
＜習慣＞
26） wattaː suː＝ja meːnitʃi ＜kaNkokudorama＞ NtʃeːtsuN
 うちのお父さんは毎日韓国ドラマを見ている
27） ʔureː meːnitʃi naːha＝katʃi NdʒeːtsuN
 彼は毎日那覇に行っている
２．４．三つの方言のテ中止形＋あるく形式のアスペクト的な意味の一覧
反復 習慣 動作継続 
（主体動作動詞のみ）
沖永良部正名 ○ ○ ×
今帰仁村謝名 ○ ○ ×
久米島謝名堂 ○ ○ ○
　上の図で見られるように、テ中止形＋あるく形式が＜反復＞、＜習慣＞、＜動作継続＞
を３つともあらわすのは、謝名堂方言のみであり、テ中止形＋あるく形式が＜反復＞と＜
習慣＞をあらわすのは、正名方言と謝名方言である。
３．テ中止形＋ʔakkimuの使用の制限
　正名方言におけるテ中止形＋ʔakkimu形式の使用には、次の３つの制限がある。
①主語がある程度有情性をもち、意図的な運動にしか用いられない
②空間的に限定されていない場合しか用いられない
③主体変化動詞には用いられない
　以下この３つを言語変種ごと見ていく。
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３．１．主語がある程度有情性をもち、意図的な運動にしか用いられない
　１つ目は、主語がある程度の有情性をもち、意図的な動作にしか使えないことである。
次の用例では、無情物である「石」が主語になり、＜反復＞と＜習慣＞をあらわす場合は、
テ中止形＋ʔakkimu形式が用いられず、いわゆるシテオリ相当形式である-tumu形式が用
いられる。
28） × hiːdʒu ʔiʃi＝nu ʔutiti ʔakkimu
    ↓
  hiːdʒu ʔiʃi＝nu ʔutitumu
  しょっちゅう石が落ちている
29） × hiːdʒu ʔami＝nu ɸutti ʔakkimu
    ↓
  hiːdʒu ʔami＝nu ɸuttumu
  しょっちゅう雨が降っている
　「ある程度」の有情性というのは、かならず人間か動物でなくてもよいということである。
次の用例で示されるように車や飛行機などにも用いられる。
30） hiːdʒu kuruma＝nu tuːti ʔakkimu
 しょっちゅう車がとおっている
31） ɸunuja hiːdʒu ＜hikoːki＞＝nu tudi ʔakkimu
 最近しょっちゅう飛行機が飛んでいる
　謝名方言では、正名方言とことなり、主語が有情性を持たなくても当該形式が用いられ
る。次の用例のとおりである。
32） nuːgeːra namadʒibuN ʔami pʰutattʃuN
 なぜかこのごろ雨が降っている
　久米島町謝名堂方言の当該形式は主語が無情物であっても、用いられる。
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33） ʔami ɸuteːtsuN
 雨が降っている
34） haNta＝kara hittʃiː ʔiʃi＝nu ʔutiteːtsuN
 崖からしょっちゅう石が落ちている
３．２．空間的に限定されていない場合しか用いられない
　正名方言における当該形式は、一つの限られた空間の意味をあらわす名詞と共には用い
られない。次の正名方言の用例では、動作がおこなわれている場所がjaː（家）であるため、
テ中止形＋ʔakkimu形式の使用が不可能で、シテオリ相当形式が用いられる。
35） × wakja kwaː＝wa hiːdʒu jaː＝neti ＜maNga＞ judi ʔakkimu
      ↓
  wakja kwaː＝wa hiːdʒu jaː＝neti ＜maNga＞ judumu
  うちの子どもは、しょっちゅう家で漫画を読んでいる
　次の用例で示すようにのこりの２つの言語変種では、当該形式の使用には、そのような
限定がない。
36） （謝名） ʔari＝ga ja＝Nti＝ja ＜biːru＞＝bikeː＝du nudattʃuru
   彼が家ではビールばっかり飲んでいる
37） （謝名堂） ʔari＝ga meːnitʃi jaː＝joːti ＜maNga＞＝gatʃaː＝ru jureːtsuru
   かれが毎日家で漫画ばっかり読んでいる
３．３．主体変化動詞にテ中止形＋ʔakkimu形式が用いられない
　正名方言では、主体変化動詞にテ中止形＋ʔakkimu形式が用いられない。主体変化動詞
の＜反復＞は、シテオリ相当形式があらわす。
38） × ＜ʔaɸurika＞＝neti＝wa ＜bjoːki＞＝ʃi tʃuː＝nu hiːbi ʃidʒi ʔakkimu
      ↓
  ＜ʔaɸurika＞＝neti＝wa ＜bjoːki＞＝ʃi tʃuː＝nu hiːbi ʃidʒumu
  アフリカでは病気で人が毎日死んでいる
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　次の用例で示しているように今帰仁村謝名方言と久米島町謝名堂方言では、主体変化動
詞にも当該形式が用いられる。
３．４．三つの方言のテ中止形＋ʔakkimuの使用が限定されることの一覧
有情性制限 空間名詞との共起可能性 主体変化動詞可能
沖永良部正名 ○ × ×
今帰仁村謝名 × ○ ○
久米島町謝名堂 × ○ ○
　上の図で見られるように、正名方言だけで当該形式の使用が主語の有情性と空間的に限
定されていない場合しか用いられないことと、主体変化動詞が当該形式をとらないことに
よって制限されている。これは、正名方言の場合にʔakkimuの主体動作動詞としての意味と、
「移動」という意味がのこっているためであると思われる。
４．まとめ
　以上、 北琉球語群の３つの変種におけるテ中止形＋ʔakkimu形式の使用を比較し、
ʔakkimuの助動詞としての文法化の通時的な経路が見えてきたかというと、そうだとは、
かならずしも言えない。
　正名方言のデータを考慮に入れると、テ中止形＋ʔakkimu形式の一番本来的なアスペク
ト的意味は、＜反復＞であると考えられる。今帰仁村謝名方言にも久米島町謝名堂方言に
も、当該形式が＜反復＞という意味をもち、＜反復＞が一番広く見られる意味である。
　謝名方言と謝名堂方言には、当該形式の使用に有情性制限がないこと、空間名詞との共
起可能性があること、主体動作動詞と主体変化動詞の両方に用いられることから、当該形
式の意味が正名方言のそれより抽象化していると考えられる。
　異なる時空間でのアクチュアルな繰り返しがさらに繰り返され、抽象化し、異なる時空
間でのポテンシャルな繰り返しになれば、＜反復＞の意味が＜習慣＞まで広がる。
　＜反復＞から＜動作継続＞へと意味が広がるということは、考えがたい。文法化の経路
の出発点が＜多回＞だとすれば、次のように考えることができる。Bybee他（1994）によ
ると、＜多回＞と＜継続＞の違いは、主に動詞の種類と関係がある。「撃つ」のような１
つの動作をあらわす動詞（瞬間動詞）は、動作が続けば、その動作の多回になる。「考える」
のようなより抽象的な動作の場合は、その動作が続けば＜継続＞になる。
　テ中止形＋ʔakkimu形式は本来「して、あるく」という意味で＜多回＞であり、１つの
動作しかない動詞の＜多回＞の意味は、同じ動作が続いているという側面では＜動作継続
＞の意味と重なる。当該形式が再分析（reanalysis）され、＜動作継続＞の意味が前面化
した。テ中止形＋ʔakkimu形式の＜動作継続＞としての使用が他の種類の動詞まで広がっ
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たと考えられる。謝名堂方言では、当該形式が以上の文法化の経路で＜動作継続＞をあら
わすようになったが、正名方言と謝名方言では、そこまで意味が広がらなかった。
　要は、当該形式の発展の経路に関し、＜多回＞というよりアクチュアルな意味からポテ
ンシャル化し、反復まで広がり、さらに　＜習慣＞まで広がる。今帰仁村謝名方言と久米
島町謝名堂方言では、＜多回＞の場合は、融合形式にはならないが、それよりポテンシャ
ル化すると、融合形式が使用される。
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